
LESSON 06

第06回 情報プレゼンテーション演習

主張を、根拠で⽀える

主張・相手の理由・条件・限界／情報源・生成AI

山梨大学 教育学部 稲垣 俊介



LOGIC 説明
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主張の5点セット
どれか1つが欠けると、30分は持たない

問い

何を決めるか
→

主張

自班の結論
→

根拠

なぜ言えるか
→

相手の理由

何を守るか
→

条件・限界

どこまで
言えるか

「便利だから」「危険だから」で終わらせません。



CONTRAST 例
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弱い主張と、検討可能な主張
例：学校図書館の昼休み開館

弱い例

① 利用者が増える

② 生徒が希望している

③ 便利になる

④ だから延長すべき

検討可能な例

① 利用希望が多い曜日に限定して
延長する

② 安全管理の担当者を配置する

③ 試行期間を設けて利用数と問
題を記録する

④ 追加負担が大きい場合は条件
を見直す



ANALYSIS 例
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事実・解釈・主張を分ける
同じ文章に混ぜない

種類 例 確認すること

事実 AI利⽤者の平均得点が上昇した 資料・対象・期間は何か

解釈 AIが本⼈に合う説明をしたためだ 別の説明はないか

主張 条件付きでAI中⼼学習を認める 誰に、どの条件でか

「相関がある」ことと「原因である」ことも分けます。



CONTRAST 例

Shunsuke Inagaki 5

相⼿側の理由を弱く書かない
例：校内スマートフォン利用

弱い書き方

① 反対側は時代遅れだ

② 生徒を信用していない

③ 禁止したいだけだ

④ 新しい技術が嫌いだ

強い書き方

① 授業への集中を守りたい

② 撮影・個人情報の問題を減らしたい

③ 利用場面の線引きを明確にしたい

④ ルールを運用可能にしたい



SOURCE 説明
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情報源の優先順位

AIの回答は情報源ではない

一次・公的

法令、制度、
原資料

→

研究

査読論文、
報告書

→

統計

母数・期間・
方法

→

報道

具体事例・
社会反応

→

解説

論点整理の
補助

最低条件：公的・一次資料2件、相手側を支える資料1件。



CONTRAST AI利用
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⽣成AIを使ってよいこと／任せないこと
調査と構成の補助に使う

使ってよい

① 検索語の候補

② 論点・反論の洗い出し

③ 構成案の複数提案

④ 難しい資料の説明

⑤ 表現の言い換え候補

任せない

① 出典の代わり

② 存在しない数値の作成

③ 最終主張の決定

④ PPTXの一括生成

⑤ AI文章のそのまま貼付



FORM フォーム
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フォームE：第6回講座後①
E06-I01～I04 班の中心主張、相手側の最も強い理由、それへの回答、

主張が成り立つ条件・限界を書いてください。

E06-I05～I06 優先して確認する一次・公的資料と、生成AIの利用・原典

確認計画を書いてください。

最後にE06-I07で、
班協議後の自分のA/B判断を1～7で記録します。



STUDIO 自由制作
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⾃由制作2 調査・構成・昼休み
次の全体講座は13:10

進めること

① 一次資料・相手側資料を集める

② ストーリーを考える

③ 必要に応じて休憩・昼食をとってくださいね

13:10には全員が席へ戻ります。


